
Fukushima Museum
福島県立博物館

HP https://general-museum.fcs.ed.jp  e-mail  general-museum@fcs.ed.jp

お問い合わせ TEL0242-28-6000 FAX0242-28-5986 
〒965-0807  会津若松市城東町1-25

開館時間9：30～17：00（最終入館は16：30まで） 
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福島県立博物館

　　　 車椅子使用者用駐車場 
　　　  
・博物館西側「鶴ケ城三の丸口」バス停そば：2台
・一般駐車場内博物館入り口側：3台
※ご不明の点はお問合せください。

■JR会津若松駅から約3km　
　・タクシーで約10分
　・まちなか周遊バス「ハイカラさん」で約20分 
     （鶴ヶ城三の丸口下車すぐ）
・まちなか周遊バス「あかべえ」で約30分
  （鶴ヶ城三の丸口下車すぐ）

博物館をより安心・安全に楽しんでいただくためのお願い
＊新型コロナウイルス感染症の状況により予定が変更になる可能性もあります。予めご了承ください。＊ご参加の際はマスクの着用に
ご協力ください。当日体調に不安がある場合は参加をご遠慮ください。
＜イベントについて＞　＊　　　  の表記がないイベントは申込不要です。　＊　　　（材料費や保険料など）の表記がないイベントは無料です。
＊　　　  のイベントは、原則として開催日の一ヶ月前から（一ヶ月前が休館日の場合は翌開館日から）電話もしくは受付カウンターで受け付けます。
定員に達したら受付を終了します。イベントの日時や内容に変更が出た場合、その都度ホームページなどでお知らせします。

なじょなVol.13　10～12月号　2022年9月21日発行　　発行／福島県立博物館

より深く知りたい！聴きたい！　講座いろいろ
2022年10月・11月・12月イベントカレンダー

休館日 ■　　イベント開催日 ■
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福島県立博物館
福島県立博物館

友の会
講演会

ポイント展ミニ解説会

美 術
講 座

歴 史
講 座

自然史
講 座

考古学
講 座

考古学
講 座

保存科学
講 座

保存科学
講 座

実 技
講 座

「会津藩の歴史編纂と山川兄弟」　10/16（日）　栗原祐斗（当館学芸員）
「保科正之の遺言」　11/6（日）　阿部綾子（当館学芸員）
「器から探る古墳時代のくらし」  　　    定員15名　　
　11/13（日）11:00～11:30　総合展示室古代　田中敏（当館専門員）

「鉄道と地域の発展」　12/11（日）　栗原祐斗（当館学芸員）

「つくって学ぶ会津大塚山古墳」　　　　　　定員18名
11/20（日）13:30～15:00　実習室　平澤慎（当館学芸員）
※国史跡「会津大塚山古墳」の模型をつくって、どんな形の古墳か見てみよう！

「歩いて学ぶ会津大塚山古墳」　              定員20名　　　　　50円
11/23（水・祝）11:00～15:00　講堂・会津大塚山古墳　平澤慎（当館学芸員）
小雨決行。荒天や積雪した場合は中止します。
※会津若松市街地に残る「会津大塚山古墳」を学芸員の案内で歩きながら学びましょう！

「鶴ヶ城の野鳥」　               定員20名　　　　 100円
11/13（日）13:30～15:00　講堂・鶴ヶ城公園　古川裕司さん（野鳥研究家）
※カワセミを見られるかも！？

博物館友の会講演会「会津の大地の生い立ち」　           定員100名
10/2（日）13:30～15:00　講堂　竹谷陽二郎さん（磐梯山ジオパーク協議会運営委員長）
※会津の特徴的な地形が生まれた歴史に迫ります！友の会会員以外の方も参加可能です。

ミュージアムイベント

キッズ・ファミリー向けイベント

テーマ展
関連イベント
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企画展「林原美術館名品展 名君の大名文化－岡山池田家と会津 武、その華と志」関連イベント

■ 講演会「備前刀の魅力と岡山池田家の名刀」　　定員100名（先着順）
　 10/7（金）13:30～15:00　講堂　原田一敏さん（ふくやま美術館館長）
     ※名刀と言えば岡山・備前。その魅力を岡山藩池田家伝来の名刀とともにご紹介します。

■ ワークショップ「書に触れる書をひもとく」  　　　　　定員10名
     10/8（土）13:30～14:30　実習室　
      千葉清藍さん（書家/筆跡診断士）、橋本龍さん（林原美術館学芸員）、高橋充（当館副館長）
      ※書に表れる人となりや想いを感じ、自らも書いてみることで書に親しむワークショップ。

■ 講演会「林原美術館コレクションの形成～林原一郎と池田家」　定員100名（先着順）
      10/29（土）13:30～15:00　講堂　谷一 尚さん（林原美術館館長）
      ※岡山の実業家・故林原一郎の蒐集の目線と林原美術館コレクションの成立をお話しいただきます。

■ お城のことがよくわかる講座「若松城と岡山城 東と西の名城の秘密」　定員100名（先着順）
      11/26（土）13:30～15:30　講堂　小野田 伸さん（岡山市観光振興課学芸員）、高橋充（当館副館長）
      ※名君の治めた若松城（鶴ヶ城）と岡山城（烏城）の美しさ・強さの秘密に迫ります。

■ 林原美術館学芸員による展示解説会　　定員100名（先着順）
　   10/8（土）11:00～12:00、11/6（日）・12/4（日）13:30～14:30　講堂　橋本龍さん（林原美術館学芸員）
      ※所蔵の名品について、林原美術館の学芸員が解説します。

■ 福島県立博物館学芸員による展示解説会　　定員100名（先着順）
　  10/16（日）13:30～14:30　講堂　塚本麻衣子・原恵理子（当館学芸員）
      ※岡山と福島・会津の関わりも交え、当館学芸員が解説します。

クリスマスコンサート　12月に予定しています。
　　　　　　　　　　　　　　　詳細は決まり次第、当館ホームページ等でお知らせします。

　 博物館でも読み聞かせ　定員15名（先着順）　
      10/8（土）、11/ 12（土）①11:00～11:30　②14:00～14:30　体験学習室　
      読み聞かせボランティア団体の皆さん
      ※ほっこりした時間をご家族で。

「器から探る古墳時代のくらし」以外は講堂　11:00～11:30　定員100名（先着順）

美術放談4「絵を売らなかった画人・浦上玉堂」　定員100名(先着順)
10/28（金）13:30～15:00　講堂　小林めぐみ・塚本麻衣子（当館学芸員）・川延安直（当館専門員）
※絵も書もかきますが、あくまで琴士！岡山藩士から文人となった玉堂の姿に迫ります。

かじったさんの古文書講座「会津藩と新選組」　
各回とも13:30～15:00　講堂　定員100名(先着順)
①11/5（土）　栗原祐斗（当館学芸員）、①11/19（土）　阿部綾子（当館学芸員）
※新選組の活動を記録した古文書や古記録を一緒に読み解きましょう。

「壬申検査150年　博覧会事務局と文化財保護」　定員100名(先着順)
11/27（日）13:30～15:00　講堂　杉崎佐保惠（当館学芸員）
※文化財保護の近代化についてお話しします。

「写真資料からみる会津の風景」解説会　定員100名(先着順)
12/11（日）13:30～14:30　講堂　大里正樹（当館学芸員）
                                                  長島雄一（資料整理ボランティア）
※昭和の奥会津をとらえた貴重な写真資料の全貌とその魅力に迫ります。

「高松塚古墳壁画発見50周年　高松塚古墳壁画保存についてふりかえる」　
12/24（土）13:30～15:00　講堂　杉崎佐保惠（当館学芸員）　定員100名(先着順)
※古墳壁画とともに保存科学・保存修復科学が発展した歴史についてお話しします。

■常設展観覧料　一般・大学生280円（20名様以上の団体は220円）
＊文化の日11/3は、すべての方の常設展観覧料が無料です。
■企画展観覧料 「林原美術館名品展 名君の大名文化－岡山池田家と会津 武、その華と志」
一般・大学生1,300円（1,000円）、高校生800円（640円） （　）内は前売券及び20名以上の団体料金。
＊企画展チケットで常設展もご覧いただけます（企画展開催中有効）。
＊ふくしま教育週間（11月1日～7日）は、高校生無料
〈11月7日（月）は休館日のため除く〉（学生証をご提示ください）。

＊中学生以下は常設展・企画展ともに無料です。
■年間パスポート　2,000円　購入日から一年間、当館主催の企画展や常設展が何度でもご覧いただけます。

「わら細工ワークショップ」　　　　　  定員15名
12/3（土）13:30～15:00　体験学習室　大里正樹・山口拡（当館学芸員）
※初心者でも大丈夫！お正月を前に、簡単なしめ飾りやわら細工を作りましょう。

じんしん

盛りだくさんな「三の丸からプロジェクト」関連事業は、中面をご覧ください

【10～12月のポイント展】
＊ポイント展は、収蔵品を中心に、特別に公開する資料などを1点から紹介する小規模展です。
　ミニ解説会（本頁参照）にもお越しください。 　　

● 軍事郵便が繋いだ絆　8/6～10/14
　 ※軍人とその家族は葉書や手紙にどのような思いを託したのか。近年ご寄贈頂いた資料を中心にご紹介します。

● 古墳から見つかったお経　9/1～10/7
　   ※古墳から出土した石に書かれていたものとは？

● 人物シリーズ③会津藩の歴史編纂と山川兄弟　9/1～10/30
　   ※幕末以降の会津藩の歴史書を編んだ山川浩・健次郎兄弟をご紹介します。

● 器から探る古墳時代のくらし　10/22～11/25
　   ※住居跡出土土器から古墳時代の食卓の風景に思いを馳せます。

● 人物シリーズ④保科正之の遺言　11/1～12/27
　   ※会津藩の礎を築いた保科正之は何を残そうとし、何を残さなかったのかを考えます。

● ３Ｄふくしま展　11/1～2023/２/19
       ※地形模型をつかったプロジェクションマッピングで「ふくしま」を学びます。

● 鉄道と地域の発展　11/19～2023/1/20
　   ※絵葉書や観光パンフレットなどから鉄道と地域の発展を振り返ります。

 飯坂温泉・霊山パンフレット部分（当館蔵）
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　昭和61年（1986）10月に開館してから500万人目のお客様を、8月31日にお迎
えすることができました！これまで福島県立博物館をご利用いただいたすべての
みなさまに感謝申し上げます。
　記念すべき来場者となられたのは千葉県市川市からお越しの永井さんご家族で
した。ご来館の目的は当館の企画展
「新選組展2022」観覧とのこと。
歴史好きの娘さんのご希望で初めて
ご来館いただいたそうです。
　500万人目を記念して、当館館長
より記念品を贈呈いたしました。また
のご来館をスタッフ一同お待ちして
おります。

●テーマ展「中ノ沢こけし～ふくしまの郷土玩具～」　～10月30日（日） 　＊常設展部門展示室「民俗」
●テーマ展「吉祥～会津のめでたいものたち～」　　　 12月21日（水）～2023年2月12日（日）　＊常設展部門展示室「歴史・美術」

こちらも
ご注目！

ぜひ、本物を見に来てね。

待ってま～す！

古墳時代の人の首飾り

だよ。勾玉（まがたま）っ

ていうんだよ。

この勾玉は何のかたちを

まねたのかな？

黒塗竪矧胴具足（くろぬりたてはぎどうぐそく）部分

企画展「名君の大名文化」で

展示されるよ！見つけてね。

キャー！

おしゃれすぎ

ステキでしょ

オシャンティー

がんちゃんでーす！

あれ
？

どう
した
の？ 博物館にもおしゃれな

ものがたくさんあるよ！

博物館にさがしに行こう。

ズッキーおしえて！

エー
！

ホン
ト？

奈良時代の役人がつけていた

ベルトだよ。

ズボンをはいていたんだね。
縄文時代の人のヘアピンだよ。

粋（いき）だね。

原始の

お部屋の

がんちゃん

博物館でおしゃれを

見つけよう！編
フタバスズキリュウ

ズッキー

おしゃれ　　　　ベルト！発 見

おしゃれ　　　　ヘアアクセサリー！発 見

おしゃれ　　　　ネックレス！発 見

㋑

㋒

㋐

入館者500万人達成！

写真資料から見える会津の風景
～小滝清次郎民俗写真～
会期：11月1日（火）～3月19日（日）
＊会期中、展示替えを行います　

会場：常設展部門展示室「民俗」および展示ロビー
＊常設展料金でご覧頂けます

小滝清次郎民俗写真のこと
本展は、奥会津の山々を愛して南会津町（旧田島町）に
移り住み、多くの写真を残した、登山家・アマチュア
写真家の小滝清次郎さんの写真を展示します。郷土の
歴史・文化・自然を記録し続けた小滝さんは惜しくも
2022年5月に逝去されましたが、非常な熱意で消えゆ
く奥会津の風景を切り取った写真は8,000枚を超える
ほどになりました。今回はその中から、奥会津の生業・
信仰・祭り・芸能・人生儀礼などに関わる写真を選りすぐ
り、ご覧いただきます。

資料整理ボランティア・長島雄一さんのご尽力
小滝さんの写真資料の整理と展示は、当館の資料整理ボランティアによる地道な活動の成果でもあります。福島県立博物館では
資料整理ボランティアとして当館OBや友の会会員を中心に収蔵資料の整理などにご協力をいただいています。かつて当館学芸員で
あった長島雄一さんもそのお一人で、小滝さんとは田島で高校教員をしていた当時からのお知り合い。小滝さんの『南山の道』と
いう写真集を見た長島さんが、小滝さんを訪ねたのがきっかけでした。小滝さんの人柄や撮りためた写真の価値を見出したのも
長島さんだと言っても過言ではありません。長島さんの熱意に小滝さんも動かされ、2020年のある日、長島さんのもとに小滝さん
から200枚を超える紙焼き写真が届きました。それらを資料として博物館にご寄贈いただいたのが、今回の写真展に至るはじまり
です。こうした背景にも目を向けて頂ければ幸いです。

小滝さん(右)と長島さん(左)　2020年8月

旧田島町羽塩・吊るし味噌づくり

旧田島町「糸沢問屋」の婚礼 旧舘岩村・雪踏み俵で歩く子ども

け /ん /ぱ /く /日 /記

福島県立博物館令和4年度秋の企画展・福島民報創刊130周年記念

名君の大名文化
―岡山池田家と会津　武、その華と志―林原美術館名品展

会期：10月7日（金）～12月4日（日）
＊会期中展示替を行います　前期：10/7～11/6　後期：11/8～12/4
＊観覧料や休館日、多彩なイベントなどの情報は、本紙裏面をご覧ください。

主催： 名君の大名文化展実行委員会（福島県立博物館、福島民報社、福島テレビ）
特別協力 ：林原美術館
協力： 岡山県立美術館
後援： 福島県、福島県教育委員会、会津若松市、会津若松市教育委員会、
        会津若松市ナイトタイムエコノミ―推進協議会、
        会津の文化×地域振興プロジェクト協議会、会津若松商工会議所、
        一般財団法人会津若松観光ビューロー、ラジオ福島、エフエム会津、
        喜多方シティエフエム、福島リビング新聞社 
展覧会オフィシャルサイト https://meikunnodaimyobunka.com

岡
山
藩
主
池
田
光
政
と
会
津
藩
主
保
科
正
之
は
同
時
代
を
生
き
、共
に
名
君
と
仰
が
れ
ま
し
た
。

本
展
で
は
林
原
美
術
館（
岡
山
市
）の
特
別
協
力
に
よ
り
、池
田
家
の
文
武
を
伝
え
る
名
品
の

数
々
を
会
津
の
地
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

甲
冑
、能
装
束
、絵
画
、婚
礼
調
度
、そ
し
て
そ
れ
ら
を
引
き
継
い
だ
林
原
一
郎
氏
収
集
の
質
の
高
い

美
術
工
芸
品
を
ご
紹
介
す
る
と
共
に
、岡
山
と
会
津
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
多
角
的
に
探
り
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
池
田
家
の
家
紋（
揚
羽
蝶
）に
ち
な
み「
岡
山
の
蝶
、会
津
に
舞
う
」。

本
紙
で
は
展
示
作
品
の
中
か
ら
特
に
蝶
に
注
目
し
て
み
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「浅葱地泊蝶紋付革羽織」（江戸時代）
＊背中心に泊蝶紋が大きく配置された、池田光政所用の
　革羽織。鷹狩などの狩猟の際に着用されたと考えられ
　ます。

「黒塗竪矧胴具足」（江戸時代）
＊池田光政所用の具足。兜は頭形の鉢に鯖尾と呼ばれる
　後立てが左右に付き、羽を広げた揚羽蝶にも見えます。

「
泊
蝶
紋
纏
」（
江
戸
時
代
）

＊
横
を
向
い
た「
泊
蝶
紋
」は
、初
代
岡
山
藩
主・池
田
光
政

　
が
隠
居
す
る
ま
で
使
用
さ
れ
た
、池
田
家
草
創
期
の
シ
ン

　
ボ
ル
。本
作
品
は
約
２
ｍ
四
方
の
平
絹
に
表
裏
両
面
か
ら

　
紅
で
描
か
れ
、大
将
の
風
格
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
池
田
光
政
画
像
」池
田
継
政
筆（
江
戸
時
代
）

＊
孫
の
継
政
が
、除
夜
の
夢
に
見
た
光
政
を
描
い
た
霊
夢
像
。

　
拡
大
し
た
の
は
、光
政
の
袖
紋
部
分
で
す
。

「花菱揚羽蝶蒔絵調度　黒棚」（江戸時代）
＊平蒔絵で花菱紋・鉄線花紋および泊蝶紋を散らした二段の棚。
　池田家特注の調度の一つと考えられます。拡大したのは、上段
　の観音開きの扉の一部です。

国
宝「
短
刀 

無
銘 

伝
正
宗（
名
物
九
鬼
正
宗
）」

鎌
倉
時
代
後
期

江戸時代前期の池田光政

のかぶとだよ。　　 から考え

たかもしれないんだって。

　

【雪国ものづくりマルシェ2022秋】
秋も開催！ものづくり文化に触れて・体験して・味わおう。

10/9（日）15:00～19:00、10/10（月・祝）9:30～17:00
会場：当館前庭・体験学習室

【まちなか連携事業「楽しむたしなみ　会津でふれる武家文化」】
秋の企画展「林原美術館名品展 名君の大名文化」に合わせ、会津若松市内の

歴史的建造物で武家文化を体験するイベントです。

●刀剣鑑賞会　　　　  定員 各回10名
　10/15（土）①17:30～18:15、②18:30～19:15
　会場：福西本店　渡邉明さん（日本美術刀剣保存協会会津支部長）
●茶道体験　　　　  定員 各回10名　　　　1,000円
　11/3（木・祝）①10:00～10:50　②11:00～11:50
　会場：竹藤　曽根藤子さん（石州流茶道宗家福島県支部支部長）
●講演会「会津の食と酒、漆器」　　　    定員 20名
　11/12（土）または11/13（日）13:30～15:00
　会場：会津塗伝承館鈴善漆器店　平出美穂子さん（福島の食文化研究家）
●酒蔵で謡を楽しむ会　　　　  定員 20名
　10/22（土）15:00～16:00
　会場：末廣酒造嘉永蔵　会津能楽会の皆さん

【体験プログラム提供事業「見て触れて 会津の武家文化に親しむ」】
秋の企画展「林原美術館名品展 名君の大名文化」に合わせ、当館内で武家文化を

体験するイベントです。

●「演武！AIZU居合道～北辰一刀流如水派～」　定員 100名（先着順）
　10/15（土）11:00～11:30　講堂
　中山健一さん・宗像英男さん（北辰一刀流如水派宗師・師範）
●「刀剣鑑賞講座」　　　　  定員各回 6名
　10/30（日）①10:30～11:15、②13:30～14:15、③15:00～15:45
　体験学習室　藤安将平さん（刀匠 藤安鍛刀場）
●「見て触れて、能楽を体験してみよう」　　　　  定員 15名
　11/19（土）10:30～12:00　体験学習室　会津能楽会の皆さん
●「会津松平家の茶道を見る、飲む、楽しむ」　　　　  定員各回 20名
　　　　 500円
　11/20（日）①13:30～14:10、②14:10～14:50、③14:50～15:30
　体験学習室　茶道石州流宗家会津支部のみなさん

【体験プログラム提供事業（ものづくり体験）】
●カラムシの繊維でコースターを織ろう！ 　　　    定員各回3名　　　　1,500円
　12/10（土）①13:00～13:20、②13:20～13:40、③13:40～14:00、
　 ④14:00～14:20、⑤14:20～14:40、⑥14:40～15:00
   体験学習室　奥会津昭和村振興公社の皆さん

秋も「たわわ」なイベント盛りだくさん！
博物館で、町中で。多角的に展開します！　
＊いずれの事業も、詳細は当館ホームページおよび各チラシをご覧ください。

【
展
示
構
成
】

第
1
章
　
天
下
統
一
か
ら
名
君
の
時
代
へ

            

戦
乱
か
ら
文
治
政
治
へ
と
移
る
時
代
、岡
山
を
治
め
た
池
田
家
歴
代
当
主
と
、

　
　
　
　 

会
津
の
領
主
・
藩
主
と
な
っ
た
蒲
生
氏
郷
、保
科
正
之
。

　          

同
時
代
を
生
き
た
西
と
東
の
名
君
を
紹
介
し
ま
す
。

第
2
章
　
大
名
文
化
の
精
華

　          

池
田
家
伝
来
の
絵
画
や
能
装
束
、婚
礼
調
度
と
、林
原
一
郎
氏
が
収
集
し
た
刀
剣
類
な
ど
、

             

大
名
文
化
の
文
武
を
伝
え
る
名
品
を
一
挙
公
開
。

第
3
章
　
林
原
一
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　          

岡
山
の
実
業
家
だ
っ
た
故
林
原
一
郎
氏
は
池
田
家
伝
来
の
大
名
調
度
の
ほ
か
、

　
　
　
　

 

日
本
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
美
術
品
を
蒐
集
し
ま
し
た
。

　

          

氏
の
審
美
眼
を
伝
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
4
章
　
浦
上
玉
堂
と
秋
琴

　          

浦
上
玉
堂
は
岡
山
藩
士
か
ら
文
人
と
な
り
、琴
士
と
し
て
活
躍
。

             

会
津
藩
に
招
か
れ
て
保
科
正
之
を
祀
る
土
津
神
社
の
神
楽
を
再
興
し
ま
し
た
。

　

          

玉
堂
の
次
男・秋
琴
は
会
津
藩
士
と
し
て
、戊
辰
戦
争
ま
で
会
津
の
地
で
暮
ら
し
ま
し
た
。

             

岡
山
と
会
津
を
つ
な
ぐ
浦
上
父
子
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
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